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このような⼈⼝増加率の増加率がプラス�つまり、⼈⼝増加率そのもの�XY��)8&^_&X
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このような⼈⼝増加率の増加も、実は死亡率の減少が⽣じなければ起こらないことなので、すでに
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x ⼈⼝増加率の増加（複利計算で⾔えば利率yz�7{7{|��)8&XY}?



~ ⼈⼝増加率の安定（[�利率の複利��XY}?

� ⼈⼝増加率の低下（利率は下がっても複利��XY}?

� ��増加率の�%1������（それ以前に⽣まれた⼦どもの塊が、⽣殖可能年齢になって
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§ ⼈⼝減少（⼈⼝の減少率にあわせた複利での減少）?

¨ ⼈⼝減少の加速（⼈⼝減少率の拡⼤）?
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¹º»�¼q�½¾��¿À#⽯油を運んでくるタンカーは、その質量が$%"	²#YÁ�容易

ではありません。ただいったん⾛り出してしまうと⽌まることも容易ではなく、エンジンを切って
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�Õ�Ö�×�;@+A���#�ØÙ4� ©«〜Ú«年の時間がかかると仮定することはそれほど

不⾃然な話ではないでしょう。�j�·.!"������-� ©«〜Ú«年を⼀世代として変化し

ていくわけですから、その変化は相当⻑期の変化とならざるを得��{>Û"]Õ�'Ü�5-*
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��@+A# ©«〜Ú«年の時間がかかるということは、さまß�&àá�'Ü#�¤���â�ã

応が変化するためには⻑い時間がかかるということを意味します。⽇本は戦後�ä�åæ·ç·�

における⾼い出⽣率から�¤è� Ú«年ほどで置き換え⽔準を達成してしまいましたが、これは恐
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x� ⼈⼝転換理論における仮説?

今号では、⼈⼝問題を理解するために���01#±"��4考えて⾒ましょう。��01�ð6
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⼝学的な議論をすることが目的ではありませんから、筆者が師事した⿊⽥俊夫の⼈⼝転換理論を基
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完了として考えます。?
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詳細な議論は避けますが、ここで注目すべきは、⿊⽥��⼈⼝転換理論����01;�7�+�
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~� ⼈⼝転換理論における例外の発⽣?
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四川省で⾒られたように、⼀⼈当たり国⺠H+A�IJ�}�ÄDK776&"�#��01�¦=

という例外が数多く出てきました。?
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今から考えれば、⿊⽥��><�LM#NOW&9��e*	."���4þ8>PK7��01

のプロセスを増加率（減少率）."8点から⾒ていきましたが、そこでわかるとおり、"*	{�
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⿊⽥��@�4	��01)q9⻑い時間軸でとらえなければならないことはわかったとしても、
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-�^は少⼦化議論の中⼼となるところであり�多くの議論がº_4��が、私なりの議論を展開

4���4þ8>�`となるのが「出⽣は⾏為の結果」�e�."8®�ô��>aÆ	q��-

.b*�"�{l."8c�d-�Ä8��が、しばらく議論に付き合ってください。?
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�� ⼈⼝転換理論の再検討	

	

e⾏為としての出⽣転換f�+�⾏為�23g?

--�主に出⽣の転換、特に置き換え⽔準を下回るような出⽣率の低下がなぜ起こった��®��
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いずれにしても、出⽣率が置き換え⽔準を下回るような出⽣の転換に死亡の問題はあまり関係しな
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簡単に⾔えば、中絶や⾃然流産を除けば、「できちゃえば産=�-.#&q��>-���%
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どの経済的要因に注目しますが、これも「⾏為」;¨¢�g©�[±�e*���W���&".
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